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概要

検査のために看護師1名で患者を搬送していた。エレベーターから降りる際に、床面とエレベーターの箱の隙間にス

トレッヤー車輪が挟まり、搭乗していた患者と共にストレッチャーが転倒した。幸い患者に外傷はなかった。

要因

開院当時（昭和48年）に設置されたエレベーターには到着階の床面とエレベーターの箱の間に30mmの隙間があ

り、そこにストレッチャーの車輪(28mm）が落ちた。

対策

管財課がエレベーター業者と協議し、院内にある全エレベーターの点検を行い、隙間がある機種には金属プレート

を付け隙間をなくす工事を行った。
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